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事業名称
事業名
整理番号
事業の種類
市町村名
箇所名
事業年度

事業概要

目　　　的

計画概要（延長・幅
員・面積・工種など）
関連する事業計画
その他特記事項

関係法令等の規制
自然環境保全地域等
の指定状況

特別地域
自然保護法施行規則第１２条第１項により申請の必要は不要(H28.10.17自然環境保護
課回答)

社会的要素
交通の現況

土地利用の現況

生活関連施設の現況

その他

自然的環境要素

・夜間・早朝の資材運搬及び機械の稼働を出来るだけ避ける。

・表土を植生用客土として活用し、在来種による植栽・緑化を行う。

環境配慮の方針

水環境
留意すべき地域の概況

・低騒音・低振動型の建設機械を採用する。

生活関連施設がある

特になし

大気環境

留意すべき地域の概況

・回避措置を基本とするがそれができない場合は、重要な植物を生育適地へ移植する又は生育地を創出し移植する。

【自然環境の保全上重要な地域の改変の回避】
・自然性の高い地域や希少な動植物の生息・生育地等、自然環境の保全上重要な地域の改変を出来るだけ避ける。

【野生動植物の生息・生育空間の保全】

野生動植物 ヤマトイワナ(準絶滅危惧種)の生息・生育地周辺である

・在来種による植樹・緑化を行う際は自生個体群の遺伝的撹拌がおきないよう配慮する。

【環境の保全上重要な地形・地質の改変の回避】
・地域の特性を形成する重要な地形・地質の改変を出来るだけ避ける。

・工事により一時的に改変する自然環境の原形復旧に努める。

地形・地質
留意すべき地域の概況

【改変面積の最小化】
・地形の改変の少ない位置・ルート・工法を選定する。
・工事施工ヤードの設置は必要最小限の面積とする。

山地である

泥炭土である
グライ土である

【水質汚濁の防止】
・沈砂池・沈澱池や濁水処理装置等を設置し、濁水や油脂類の排水を避ける。

特になし

【大気汚染の防止】
・排出ガス対策型の車両や機械を採用する。

留意すべき地域の概況

【騒音、振動の防止】

茅野市
大河原堰地区
平成29年度～平成33年度

なし

特に無し

留意すべき地域の概況

公共事業環境配慮書

県営かんがい排水事業
２９－１
かんがい排水施設の新設又は更新

大河原堰は開削されたままの土型水路が多い状況で、漏水による用水不足や、側面の浸食による溢水、崩
壊、埋没による閉塞が発生し、維持管理に多大な労力を要している。今回その未整備区間1,161mを整備し、用
水の安定供給と溢水による家屋等への被害防止、維持管理労力の低減を図り、農業経営の安定化を図る。

用水路工　L=1,161m

特に無し

国定公園

土地利用規制の状況

事業区域の東側に県道八子ヶ峰線が位置する

そ の 他
なし

山地・丘陵である

別荘が点在している

【動物の繁殖期における影響の低減】
・重要な動物等の繁殖期、産卵期の工事を出来るだけ避ける。
【地域独自の生物多様性の保全】



番号 項目 事業部局の見解

1 野生動植物
　平成２８年度に環境調査を実施した結果、希少種は「ヤマトイワ
ナ」であり、現計画では保全措置として側壁及び底版は石積（張）
で計画をしました。

2 野生動植物
　地域独自の生物多様性の保全として「在来種による植
栽・緑化」及び、「遺伝的地域性への配慮」を追記しまし
た。

3 野生動植物
　水環境の【水質汚濁の防止】欄に、「・沈砂池・沈澱池や
濁水処理装置等を設置し、濁水や油脂類の排水を避け
る。」を追記しました。

4 文化財
　文化財等の【文化財等への配慮】欄に、「歴史的価値が
損なわれない工事を実施する。」を追記しました。

5 廃棄物・建設残土
　現在の計画では、木材チップの使用予定は有りません
が、使用する場合は、基準を順守します。

　木材チップを使用する場合は、廃棄物の適正な処
理の確保に関する条例第９条及び同条例施行規則
第６条の木くずチップの使用に関する基準を順守す
ること。

　工事により裸地が形成される場合は、外来種の侵
入を防止するとともに、遺伝的地域性に配慮した緑
化を行うこと。

　工事により濁水の排出がある場合は、必要に応じ
て対策を講じること。

　大河原堰は世界かんがい施設遺産に登録されて
いることから、歴史的価値が損なわれることのない
よう、配慮すること。

森林景観を形成している

世界かんがい施設遺産に登録されている

環境部長の意見内容

堰の内部のほか、堰堤など縁辺部分にも希少植物
や希少昆虫の食草となる植物などの生育状況を確
認し、必要に応じて保全措置を行うこと。

留意すべき地域の概況

【資源の有効利用】

・建設副産物の発生を抑制する施設配置、線形、工法、資材などの採用に努める。
・建設廃棄物や建設残土の適正処理を行う。

・現場発生材の原位置リサイクル等、建設廃棄物や建設残土のリサイクルを推進する。

・再生As合材、再生骨材、木材チップ、建設汚泥改良土等再生資材の利用に努める。
・自然石、県産木材等環境に負荷の少ない資材の使用に努める。
・信州リサイクル認定製品の利用を推進する。

廃棄物・
建設残土

【建設廃棄物や建設残土の発生抑制】

【建設廃棄物や建設残土のリサイクル】

【動植物への負担の少ない形状・素材の使用】
・自然石、自然素材又は多自然型製品等動植物への負荷の少ない素材を使用する。

【文化財等への配慮】
歴史的価値が損なわれない工事を実施する。

【すぐれた景観の保全】
・工事箇所の整理整頓・美化に努め、仮施設や資材置き場は目立ちにくい配置にする。

景観
留意すべき地域の概況

【良好な景観の育成】
・周辺地域の環境との調和に配慮した施設の配置・規模・形態・意匠・色彩・素材等を検討する。

文化財等


